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研究概要
プラスチック微粒子（ナノプラスチック；NPs、マイクロプラスチック；MPs）	による汚染

は、環境だけでなくヒトの健康に影響を及ぼす問題として注目されている。MPs/NPsは環境
中の微生物の増殖を促進すること、魚類の行動異常を引き起こすことなどによって、生態系を変
化させることが知られている。しかし、MPs/NPsの健康に与える具体的な影響や、ヒトマイ
クロバイオームに対する影響については研究がまだ十分には行われていない。本研究は、MPs/

NPsががんや精神発達にどのように影響するか、ヒトのマイクロバイオームをどのように改変
し、その改変が疾患発症にどのように関与するかを解明することを目的とする。ヒト培養細胞や
マウスモデルを用いて、MPs/NPsの影響を調査し、プラスチックの種類による安全性の違い
も評価する。本研究によって、MPs/NPsのリスク評価や対策の基盤が提供されることが期待
される。


